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石巻工業高等学校 図書館 

  石工祭が無事に終わりました。各団体の工夫を凝らした活動はとても素晴らしかった 

です。皆さん、お疲れ様でした。日に日に秋が深まり、本格的な読書の季節がやってきまし

た。秋の夜長はスマホをひと休みして、ぜひ本を開いてみてください。 

  読書週間のお知らせ 本と親しむ1週間  

期間：１０月２７日（月）～１０月３１日（金） 

内容：①自主読書 ８時３０分 ～ ８時３５分 ※登校した人から、読書を始めてください。  

    一斉読書 ８時３５分 ～ ８時４０分 ※みんなで一緒に読書をします。  

      ★事前に自分の好きな本を準備してください。 

      ★図書館から借りたり、学級文庫も活用してください。        

     ②昼休みに放送を流します。 
      ★図書委員が昼休みに｢本｣に関する話題を放送します。 

         ためになる情報が満載です！お昼を食べながら、ぜひ耳を傾けてください。 

  全国 

  読書週間 
１０月２７日～ 

   １１月９日 

素敵な本との出会いがありますように！ 
 

〈図書委員会の活動〉 

 貞山小学校での読み聞かせ活動 

   ９月５日（金）図書委員の読み聞かせ班

７名が貞山小学校の５・６年生の教室で、

読み聞かせ活動を行いました。今回は宮沢

賢治の「貝の火」（紙芝居）と芥川龍之介の

「くもの糸」（紙芝居）を読み、貞山小学校

の皆さんに楽しんでもらいました。 

石巻地区図書委員の集い 

   10月7日（火）東松島高校を会場に行われた

石巻地区図書委員の集いに本校から2名の図書

委員が参加しました。 

 グループごとのクロスワードやコラージュの

作成、読書会など他校の皆さんと活発な交流を

することができました。とても有意義な一日で

した。 

 

  １０月２７日（月）から１１月９日（日）は、全国の読書週間になって

います。今年の読書週間の標語は、「こころとあたまの、深呼吸。」です。

標語の作者は、「めまぐるしい日常に息が詰まるとき、私は本を開きます。心

が震え、ため息をつく。ハッと気がつき、息をのむ。ひと息ついて、まためくる。

そうしてこころとあたまに酸素が満ちたら、どこまでも遠くへ泳いでいける気

がします。 」と言っています。 

 皆さんも、この秋は、ぜひお気に入りの本を開いてみてください。 

  全国 

  読書週間 

 図書館では読書週間にちなみ、 

期間中、借りてくれた人にはしおりの

プレゼントをします。ぜひ借りてみて

くださいね！ 



１０・１１月の開館カレンダー 
月 火 水 木 金 

10/2７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

〇 〇 〇 ○ ○ 

11/３ ４ ５ ６ ７ 

文化の日 午前閉館〇 ○ ○ ○ 

１０ １１ １２ １３ １４ 

〇 ○ ○ ○ ○ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ 

〇 ○ ○ ○ 〇放課後閉館 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

振替休日 ○ ○ ○ 〇放課後閉館 

  「本棚２２」は、石巻地区の高校図書館に

勤務する学校司書がオススメの本を紹介する

パンフレットです。 

 紹介された本を図書館に展示しています。 

 様々なジャンルの本がありますので、ぜひ

ご覧ください。 

 ☆図書館だよりと一緒に「本棚２２」

を配付しました！ 

 

 

 

 

 

 

  

〈000 総記〉  

 『中高生のための新書のすすめ（岩波ジュニア新書 別冊）  
                  岩波ジュニア新書編集部/編          

 『ゼロからの読書教室 : 苦手な読書が好きになる! 
                               読書猿/著  北澤平祐/絵                                                    

〈200 歴史〉  

 『1話3分7日でシン常識人オモシロ日本史  

                                              : 新解釈日本の歴史』 
                           河合敦/著 

 『小泉セツとハーンの物語  

             : 小泉八雲「怪談」誕生のひみつ』 
                三成清香/著 ; 長田結花/絵 

〈３00 社会科学〉  

 『これでわかる!韓国のくらしの常識  
  : イラストで見る文化、習慣、マナー、ちょっといい話まで』 

                  ルナ・キョン/文 ; アンジ/絵 ; 河野彩/訳                   

 『13歳からのアントレプレナーシップ』 
                          生井秀一／著 

    『山・森林で働く (なるにはBOOKS ; 補巻29」 
                     三宅岳/著 

〈４00 自然科学〉  

 『小説みたいに楽しく読める栄養学講義』 
                              中村丁次/著 

〈500 技術〉 

 『グリーンインフラって何だろう?  
          : 自然と共生する社会づくりをさぐろう 』  
                                      福岡孝則/監修 

   『半導体の未来 徹底解説！基礎から次世代技術まで』 
           Ｎｅｗｔｏｎ ２０２５年９月号増刊  

                                                            ニュートンプレス/ 編 

〈６00 技術〉 

   『今と未来がわかる農業 (ビジュアル図鑑)』 
                    堀田和彦/監修 

 『ミルクの本』      ミルクマイスター高砂/著 

 

〈700 芸術〉 

 『13歳からの世界遺産 

        : 偉人のエピソードで見え方が変わる! 

                    宮澤光/著・イラスト  

      

 〈９００文学〉  

 『運命を変えるチャンスはなぜか突然やって来る  
       ：直木賞作家・今村翔吾が伝えたいこと  

                    今村翔吾/著                  

 『深呼吸の必要 (ハルキ文庫 ） 
                        長田弘/著 

 『ブレイクショットの軌跡』 
                   逢坂冬馬/著 

   『嘘と隣人』              芦沢央/著 
  

   『乱歩と千畝 : RAMPOとSEMPO』  
                                                      青柳碧人/著 

   『ノッキンオン・ロックドドア 2 (徳間文庫) 
                                                      青崎有吾/著 

 『天使と歌う』  
                      愛野史香/著 

 『風神館の殺人 』(PHP文芸文庫) 
                    石持浅海/著 

 『踊れ、愛より痛いほうへ』 
                 向坂くじら/著 

 『踊りつかれて』            塩田武士/著 
 『もしも料理店 (MOSHIMO Restaurant)』 
                    田丸雅智/著 

    『業平センパイの読書会 : 堤中納言物語』 
                 花形みつる/著 

 『たえまない光の足し算』 
                日比野コレコ/著 

 『ミルキーウェイ : 竹雀農業高校牛部』 

                     堀米薫/著 

   『蛍たちの祈り』         町田そのこ/著 

   『逃亡者は北へ向かう』       柚月裕子/著 

 『生きる言葉 (新潮新書）』      俵万智/著 

 『65人のこどものはなし (飛ぶ教室の本)』       
              光村図書出版編集部/編 

 『ビスケット』     キムソンミ/著 ; 矢島暁子/訳 

 『七月の波をつかまえて』 
          ポール・モーシャー/作 ; 代田亜香子/訳 

    『アイとムリ』 

    デイヴ・エガーズ/作  

    ショーン・ハリス/ヨハネスの絵 代田亜香子/訳 


